
 

パート・アルバイト

内容
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芝品種
ベント ベント ベント ニミシラ・CY-

2
A-2 ペンクロス ドミネント

H3年5月 H3年5月 昭和54年 平成15年4月平成4年5月

刈高（㎜）＜メイン：サブ＞ 4.0 4.0 4.0 4.0

刈込回数＜メイン：サブ＞ 22 7 20 20
液肥と微量
要素を3回。
薄目砂3回

同左 N2.3-P4.9-
K4.5、微量
要素剤1回、
テララをス
ポット散布

N2.3-P4.9-
K4.6、微量
要素剤1回、
テララをス
ポット散布

更新作業内容
6㎜ムク刃、
サッチング3
回

同左 目砂1回、
ローラー掛け
2回

目砂1回、
ローラー掛け
2回

病害 なし なし

病害程度 少

病害対策 なし なし

虫害 なし なし なし なし なし なし

虫害程度

虫害対策 なし なし

なし なし 苔 苔 なし なし

雑草対策 手取除草 手取除草 手取り 手取り なし なし

オーバーシード
エッジ整備開
始

エッジ整備開
始

Ȯ
ɨ

ɱ

クレンショー

3.8

カラーサンド目砂グランサー0.75g/㎡

管理メモ

施肥・活性剤・抑制剤等

雑草

ダラースポット

グリーンとフェアウェイの色
の差を軽減するため着色を
した

4.0

N2.19-P0.26-K1.32、活性
剤、浸透剤、光合成細菌各
1回

なし

スバイキング－20㎜回、薄
目砂１回

雪腐病予防剤の散布

その他管理対象面積 44,000
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造成・播種・張芝年

晴天日数 25

開場年月日

雨天日数 6

課題・問題点

降雪日数

コース管理全般に関して

雑草程度

H5年に10面播種。H6年に
10面張芝

5

曇天日数 6

3.8～4.0

4

気温℃(右平年差）

11

　11月19日に5㎝、22日に
20㎝の大雪に見舞われ、合
わせて4日間のクローズと
なった。
　落ち葉もダラダラ落ち始
め、毎日回収作業に追われ
ている。
　グリーンは晩秋施肥を10
日に1回のペースで実施し、
同時に薄目砂も10日に1回
のペースで実施することが
できた。作業的には順調
だった。

　ベントのラインを出すため
に、はみ出しベントを手取り
している。なぜか、今年は、
多くベントがはみ出ている
（特にニューベントははみ出
しが多い？）。
　やはり、年間を通して定期
的に取らないとコウライ芝へ
の張替え作業が必要になっ
てしまう。
　また、冬期シーズンにな
り、冬場の仕事をしながら出
来る限り管理課でガードバ
ンカーの新設、便所新設工
事を行いたいと考えている。

降水量㎜(右平年差）

2

　グリーンとフェアウェイとの
色の差が目につくようになっ
てきた。グリーンは着色で対
応している。フェアウェイで
は乗用カートの乗入れを
行っている為、出入口や傾
斜地等でタイヤの跡が目立
つようになってきた。ローピ
ングで対応しているが一度
跡がつくとなかなか回復しな
い。また、今年は播種後降
雨がほとんど無く(11月の降
水量は平年の約25％)、自
動灌水で対応してきたもの
の水止まりの悪いマウンド等
では、発芽、生長がやや悪
く、色が薄くなってきている。

　気温も下がり ときおり霜も
降り始め、芝の生育も一段
落し、コース管理も一息つ
ける時期となって来た。一部
問題はあるが順調に推移し
ていると思われる。

　グリーンに関しては、気温
も下がり生育量は低下して
いるが、定期的な散水と施
肥により、生育を継続する
手法により、緑度を維持して
いきたいと考えている。
　スルーザグリーンでは、降
雨が少なかったことが幸い
したのか、ラージパッチの発
生がほとんど見られなかっ
たが、逆に散水が必要な状
態となっている。
　雑草に関しては、グリーン
周辺の一部においてスズメ
ノカタビラの発生が確認され
ていることから、はみ出しベ
ントの処理に合わせて、除
草剤処理を行う予定だ。

　11月になって気温も下が
り、ベントグリーンの状態も
仕上がってきた。全体的に
見ると今年は、旧の18Ｈ側
の落葉樹がとても綺麗に紅
葉している。特にクラブハウ
ス前は、2年前に常緑樹（シ
ラカシ、マテバシィ等）を伐
採し、松・落葉樹（モミジ等）
に植え替えてきた。樹木も
伐採することで残したい木
が更に良くなる。今後、コー
スの景観を考慮して伐採工
事を提案したい。

8

1

　先月からの穏やかな日々
は11月上旬まで続いたが、
その後の降雨により季節は
冬へと進み、以後は降雨が
なく、気温も下がり、18日に
は木枯らし1号が吹き荒れ、
下旬は一気に初冬の装いと
なった。
　しばらく降雨がないと思い
つつも、散水を定期的に
行ってきたが、日が経つに
つれ異常に少ない月間降
雨量20㎜という数字を見
て、唖然とした。とはいえ、
今後とも乾燥に対して注意
が必要ということには変わり
はない。
　グリーンにおいては、今年
から秋期に緩効性の液肥を
試しているが、緑度の持続
効果が良いようだ。
　スルーザグリーンは、落ち
葉との追っかけっこである。

都合により今号はデータ未
掲載

6

年間樹木管理、除草剤散
布

あり あり

1

6 6

なし

樹木菅理

2116 18

15

350,000

8

433,000 350,000

6

145,000

1979/9/5

258

1993/4/25 1973/10/27

外注 なし

3 11 4

従業員数

690,000 567,369

1958/8/12 1992/6/8

60

千葉県

18 27

23

宮城県

芝地管理面積（㎡） 710,000 600,000

標高（m） 100～132

北海道 兵庫県所在地

27

向居　捷洋

ホール数 18

滋賀県

18

コムウッドＧＣ 三木ＧＣ 宇部72ＣＣ江畑池

グリーンキーパー氏名 梶原　隆司 安藤　義雄 寺町　章 的場　幸治 田中　浩

530,000

150

2

20

コース名称 札幌ＧＣ輪厚コース
レインボーヒルズＧ

Ｃ
泉ＣＣ

8

有

樹木維持管理・枯木伐採・
コース草刈・簡易土木工事

200,000

18

80

2000/11/1

山口県

8

365,000

8

　グリーン、ティグラウンド、
フェアウェイの雪腐病予防
剤の散布。フェアウェイのエ
アレーション、目砂散布。バ
ンカー内の排水改善。積雪
17㎝。天候日数は重複あ
り。１１月11日でクローズ

下旬に降霜があり、朝刈りを
2回中止した

10℃以下の日が続き、ドレク
スレラ菌の病斑が回復して
きている

刈込は、降雪・降雨の状況
を見て実施

11/7:遊緑3g/㎡
11/7:育王１ml/㎡
11/19:ホスカル155号
0.5ml/㎡
11/19:ユニレイト0.5g/㎡
11/26:グリーンホーマー
3ml/㎡

なし

造成1998年4月。 播種1999
年4月～ 2000年4月

11/1～バーチドレン掛け（6
㎜ムク刃使用）

30

西:H10年張芝、南:H10播
種、東:H11年播種

25



コウライ 一部ミッドナ
イト

ブルーグラスコウライ

10.0 10.0 13.0 13.0

1 3 3 0
なし なし N3.0-P0.6-

K1.8
N3.0-P0.6-
K1.8。着色
剤1回

なし なし 目砂１回 目砂１回

なし なし

なし なし 殺菌剤1回
（予防）

なし なし

なし なし

なし なし

10月に土壌
処理剤、茎
葉処理剤を
散布中

10月に土壌
処理剤、茎
葉処理剤を
散布中。ミッ
ドナイトは手
取除草

11/2:着色済同左

芝品種

刈高（㎜）

刈込回数

更新作業内容

病害

病害程度

病害対策

虫害

虫害程度

虫害対策

雑草程度

芝品種

刈高（㎜）

刈込回数

更新作業内容

病害

病害程度

病害対策

虫害

虫害程度

虫害対策

雑草

雑草程度

雑草対策

ɧ
ɓ

宇部72ＣＣ江畑池コース名称

4

更新作業内容

なし

なし

なし

4

なし

1

11/20:イカルガ35SC0.3ml/
㎡

なし

1

ペレニアルライグラス
（ゲーター３）【ベース：ティフ
トン】

11/15:GYK3号20g/㎡
1

ミミズ

コウライ

三木ＧＣ

13.0

なし

なし

なし

なし

なし

施肥・活性剤・抑制剤等

雑草

エアレーション、目砂散布

病害対策

虫害対策

虫害程度

管理メモ

雑草程度

刈込は、降雪・降雨の状況
を見て実施

札幌ＧＣ輪厚コース

刈高（㎜）

コウライ

病害

芝品種(左:レギュラーティ、
　　　 右:バックティ)

レインボーヒルズＧ
Ｃ

18.0

なし

なし

チドメグサ、メリケンカルカヤ

11/9:GYK3号20g/㎡

なし

部分目砂１回（不良個所）

なし

極少

メリケンカルカヤの刈取りなし

中(部分的)

なし

なし

なし

スズメノカタビラ

フェアウェイ（WOS）の追播
をした。（密度と美観を考
慮）

40

10月に土壌処理剤、茎葉処
理剤を散布中

なし

コウライ

ＷＯＳ（ゲーター３）

なし

なし

なし

管理メモ

10月に土壌処理剤、茎葉処
理剤を散布中

なし

スジキリヨトウ

ノシバ ノシバ

50

部分目砂（不良個所）

1

なし

ラージパッチ

エアレーション

殺菌剤（スポット）

少々

ノシバ

殺虫剤（スポット）

なし

なし

施肥・活性剤・抑制剤等 なし

なし

なし

なし刈込は、降雪・降雨の状況
を見て実施

なし

0

なし

50

ノシバ

刈込は、降雪・降雨の状況
を見て実施

特になし

なし

1

少々

30

ノシバ

泉ＣＣ コムウッドＧＣ

なし

なし なし

15.0

なし

少(部分的)

フェアリーリング

ペレニアルライグラス　（アッ
プロード）  【ベース：ティフト
ン】

メリケンカルカヤの刈取りを
継続している

13.0

なし

グリーン周辺ラフの芝の薄
い所でスズメノカタビラの発
生が見られる

なし

なし

オーバーシードが徐々に伸
び出してきた

ペレニアルライグラス(ゲー
ター３)

なし

なし

雪腐病予防剤の散布

なし

コウライ

コウライ

少

13.0

なし

なし

部分目砂１回。不陸補修

ブロアーで処理

コウライ

着色剤１回

13.0

Ʉ
ȡ
Ȯ
ɧ
Ȥ
ɱ
ɇ

施肥・活性剤・抑制剤等

ɓ
ȥ
Ƞ
Ȥ
ȥ
Ȣ

虫害

オーバーシード

雑草対策

病害程度

刈込回数

オーバーシード

管理メモ

雑草

ペレニアルライグラス

10.0

雪腐病予防剤の散布

雑草対策

ペレニアルライグラス

15.0


